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Ｊ

排水規制

有害物質地下浸透規制

事故時の措置

生活排水対策

常時監視規制等

公共用水域

(河川、湖沼、海域)
の汚濁状況の監視

地下水の
汚濁状況
の監視

測定計画に基づき実施

環境

基本

法

環境保全について、理念を定め、国、地方公共
団体等の責務を明らかにし、環境保全に関する
施策の基本となる事項を定め、環境保全施策を
総合的に推進

常時監視の結果を規制・施策に反映

工場・事業場から公共用水域に排出される水の規制

地下浸透水の規制、生活排水対策の推進により、公共用水域、
地下水の水質汚濁防止、国民の健康保護・生活環境保全

Ｊ

水質汚濁に係る環境基準

健康項目 カドミウム・全シアン等27項目（全水域適用）

類型 基準

A 2mg/L

B 3mg/L

C 8mg/L

C
O
D
の
例

Ｊ

地下水の水質汚濁
の環境基準

カドミウム・全シ
アン等28項目

大気の汚染、水質汚濁等の環境上の条件について人の健康を保
護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準

環境基準項目に
関しては、環境基
準達成が目標

環境

基準

生活環
境項目

COD(湖沼、海域)、BOD(河川)

窒素・りん(瀬戸内海、特定湖沼)

水域ごとに類型を指定
することで水域ごとに
基準値が設定

常時監視の法的位置付け

規制等の効果を把握

水質汚濁
防止法
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河川・海域の水質利用目的 
や工場の立地状況、生活排水

状況や今後の開発状況等を

勘案して監視・状況把握を目的

として補助点を設定している 

公共用水域の常時監視

環境基準点は、類型指定された水域

について、水域の利用目的との関連等

を考慮して地点を選定し、環境基準の 
維持達成状況の把握を目的として設定 

２４河川（３９水域）４４地点

１湖沼（１水域）１地点 
５海域（２６水域）４６地点

河川・海域等の利用目的に応じて類型を定める 

環境基準点

類型の未指定水域

公共用水域の水質汚濁に係る環境基準のうち生活環境項目 
（ＢＯＤ、ＣＯＤ等）

環境基準の類型指定

類型指定水域

１０２河川１９３地点

５海域４６地点

補助点 

水域内には、基準点での

水質状況把握を補完する

補助点を設定

～河川～
主な利水地点
支川流末地点

支川合流後地点

～海域～
河川水の流入状況

工場等の立地状況
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地下水の常時監視 
 

１ 概況調査  

 地下水質の全体的な状況を把握する目的で、全

項目調査を基本として実施してきた。 

（調査機関:近畿地方整備局、兵庫県、神戸市、姫

路市、尼崎市、明石市、西宮市、加古川市、宝塚

市、太子町） 

 

汚染の範囲を調査  
メッシュ内で代表地点  の井戸を選定 

 

＝ 概況調査の実施 ＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 汚染井戸周辺地区調査  

 

  ＝ 概況調査等で汚染が発覚 ＝ 

 

   

 

 

＝ 汚染範囲を調査・確認 ＝ 

          
 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

井戸 
工場 

汚染発覚！ 

井戸 

汚染範囲 工場 

概況調査イメージ： 
全県を、約２km×２

km メッシュに区切る 
 

 

工場 

 汚染井戸 
井戸（汚染なし） 

継続監視調査を開始し、 

監視を継続する 


